アサガオ芽生の日長反応 by Marushige, Keiji






Type Thesis or Dissertation
Textversionnone
Kyoto University
氏学 位 の 種 類

















農 博 第 4
号0
昭 和 38 年 3 月 23 日
学 位 規 則 第 5 条 第 1 項 該 当
農 学 研 究 科 農 林 生 物 学 専 攻
PH OTOPERIOI)IC BEH AVIOU R OF TH E SEEDLIN G IN
P H A R B ZT ZS N IL CIIOIS (アサガオ芽生の日長反応)
｣
(主 査)
論 文 調 査 委員 教 授 今村駿一郎 教 授 塚本洋太郎 教 授 葛西善三郎





明期の長さは, 発芽初期に与えた暗期が長いほど短 くなる｡ この明期を 2 回に分けて与えることによって








度の変動との問には著しい対応が認められる｡ すなわち azide, arsenite, m alonate, hydroxylam ine によ
る阻害度は発芽初期に高まり, のち著しく低下し, ついで再び上昇する｡ また fluoride, m onoiodoacetate














アサガオは子葉も日長感応性を有する特異な植物で, 花熟状態に達するまでの期間が短 く, しかも花熟
状態に遷した芽生はただ 1 回の比較的長い暗期を与えることによって花芽を形成するから, この問題を研
究するのに好適な材料である｡




なり, 幼芽が活発な生長を始める｡ この時期に日長感応性が発現する｡ すなわち日長感応性の発現は子葉





このように著者が最も取り扱いやすい材料を用いて幼形 ･花熟雨期の生理学的解明を試み, 二, 三の興
味ある結果を得たことは開花生理の解明に寄与する所が多いばかりでなく, 高等植物の幼形生理の研究の
先駆をなすもので植物生理学上注目に価する｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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